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１． はじめに 

 市西地区は、淡路島南部の南あわじ市のほぼ中央に位置する。 

南あわじ市は、農林水産業、観光業、瓦産業を主要産業とした 

人口約 52,000 人の市である。（図 1） 

本地区では、経営体育成基盤整備事業により、平成 16 年度 

から 22 年度まで計画面積 101ha の圃場整備を実施しており、水 

稲をはじめタマネギ、レタス、ハクサイ、キャベツといった三 

毛作体系が確立され、土地利用率が高いことが特徴である。 

淡路島南部は、ため池や湧水地をはじめとした湿地が多数存在 

し、環境省の「日本重要湿地」に指定される等、農業の用水源や多様な生態系の生育・生息の場と

して重要や役割を果たしている。 

しかし、近年湿地におけるゴミや土砂の堆積等の環境悪化が進み、人口の減少と高齢化が進む中、

地域活動の弱体化が懸念されている。 

 

２．住民活動の取り組み 

農業農村の振興につなげるため、産・ 

官・学の連携と住民参加のもと、圃場 

整備を核とした総合的な整備を進める 

こととした。（図 2） 

地域住民が、環境配慮基本方針を定 

め、（図 3）地域資源をいかして、地域 

のよわみをつよみに変える環境に配慮した取り組みを実践することとした。（図 4） 
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図 1 淡路島南部位置図 

図 4 環境に配慮した取り組み（写真：環境悪化の状況） 

図 3 環境配慮基本方針 図 2 事業体系 



 

 

３．地域づくり、ひとづくりの実践 

（１）畦畔・法面の緑化（図 5） 

 圃場整備後の畦畔法面に地域住民により植栽。 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂや、自生草花による美しい景観形成。 

（２）休耕田の植栽（図 6） 

 休耕田を植栽し、地域に開放。 

（３）生物の調査・観察（図 7） 

 地域住民や NPO により定期的な調査・観察。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）生態系に配慮した水路 

 連続性と生息空間を確保した水路構造。 

（５）湿地の保全・整備（図 8・図 9） 

 住民参加による石積み、植栽、芝張り作業。親水 

区域、水辺環境区域、自生植物区域の保全・整備。 

（６）生物の保護活動（図 10・図 11） 

 湿地の整備工事に先立ち、生物、自生植物、在来 

土の移植、復元。従来環境の保全。 

（７）水質調査 

 産学共同による水質調査の実施。水質改善への研 

究開発の取り組み。 

（８）水質浄化（図 12） 

 地域資材である淡路瓦を活用した水質浄化装置の 

開発。ため池の水質浄化。 

（９）環境学習（図 13） 

 在来の蛍の生態を学習。繁殖活動の実施。 

（１０）環境にやさしい農業 

 農薬や化学肥料に頼らない営農の実践。 

（１１）地域資材の活用（図 14） 

 淡路瓦、県産間伐材を活用した湿地整備。 

（１２）認定農業者の育成（図 15） 

 研修会、先進地視察等により、環境に配慮した 

農業を実践する認定農業者の育成。 

 

４．まとめ 

土地改良事業は、通常の公共事業と異なり、将来の保全管理は、農家を中心とした地域住民に委

ねることが多い。そのため、事業計画段階から、地域住民の参画と協働を進め、地域づくりとひと

づくりを一体的にすすめることが重要である。 

図 15 認定農業者の推移 

図 8 親水水路 図 7 生き物調査 

図 12 水質浄化水路 

図 6 休耕田の花畑 

図 10 ハスの採取 

図 11 植物の移植 

図 14 淡路瓦の活用 図 13 蛍の学習 

図 5 畦畔の植栽 

図 9 石積み作業 


